
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １階、２階の北西側はヘルスケアパークで吹き抜け

になっており、駅からガラス越しに広場が見えます。

Ｈ型の６階建てで、患者さんやスタッフの動線が短

く、快適な環境になります。６月には基本設計が公表

されます。現在のすまいる市のところに商業交流施設

ができ、喫茶店や図書館分室、薬局など併設。 

 

 

共謀罪の意見書否決 
国民の内心を処罰の対象にする「共謀罪」

を強行しようとしています。市民運動や政

府批判も「犯罪を準備した」と見なされ、

捜査の対象になり逮捕されかねません。共

産党市議団は「組織犯罪処罰法改正案に反                                  

対する意見書」を提案しましたが、自民党

や保守系や公明党が反対し否決しました。 

 

 

「
市
民
病
院
建
設
へ
い
よ
い
よ
予
算
化
」
…
二
転
三
転
し
な
が
ら
も
市
長
選
の
結
果
を
受
け
て
山
仲
市
長
が
新
年

度
予
算
案
に
建
設
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
野
洲
政
風
会
・
じ
み
ん
や
す
・
創

新
会
・
野
洲
ネ
ッ
ト
の
四
会
派
が
「
病
院
関
連
予
算
案
を
減
額
・
削
除
す
る
修
正
案
」
を
提
出
、
24
日
の
最
終
日
、

採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
で
議
長
決
済
と
な
り
、
政
風
会
の
坂
口
議
長
が
「
修
正
案
に
賛
成
」
の
態
度
を
と
っ
た

た
め
、
可
決
。
病
院
予
算
は
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
民
の
願
い
に
背
を
む
け
る
四
会
派
の
議
員
に
、
満
席

の
傍
聴
席
か
ら
は
怒
り
の
声
が
。
議
長
の
責
任
も
問
わ
れ
ま
す
。
山
仲
市
長
は
、
市
民
病
院
の
実
現
へ
「
住
民
投

票
」
も
視
野
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
も
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
市
民
病
院
建
設
へ
全
力
を
あ
げ
ま
す
。 

   

 切実な願い。新年度予算で実

現した主なものを紹介します。 
 

★病児・病後児保育が６月から

小篠原で開設されます。 

★コミバスの路線を拡大し、３

０年度に実施されます。 

★学童保育の土曜保育が、３０

年度から実施されます。 

★Ｂ型ワクチン予防接種の補

助（満１歳～４歳未満児）が

実施されます。 

★中主小学校の改築へ調査が

行われます。 

★待機児童解消の為、市内保育

所で就労する場合、子どもの

保育料を一部補助します。 

★永原御殿を史跡公園にして

いくため、竹林を一部伐採し

ます。 

 

市
民
病
院
建
設
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て

は
、
昨
年
秋
の
市
長
選
で
も
大
き
な
争

点
と
な
り
、
市
民
病
院
建
設
を
掲
げ
る

現
山
仲
市
長
が
当
選
、
い
よ
い
よ
建
設

へ
ゴ
ー
サ
イ
ン
、
と
市
民
の
多
く
が
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
３
月
定
例
議

会
に
提
案
さ
れ
た
新
年
度
予
算
案
の
中

で
も
、
市
民
病
院
建
設
の
た
め
の
関
連

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
野
洲
政
風
会
・
じ
み
ん
や
す
・

創
新
会
・
野
洲
ネ
ッ
ト
の
四
会
派
が
こ

の
病
院
関
連
予
算
を
削
除
す
る
修
正
案

を
提
出
。
最
終
日
の
本
会
議
で
は
賛

成
・
反
対
が
同
数
と
な
っ
た
た
め
に
議

長
の
態
度
が
求
め
ら
れ
、
坂
口
議
長
は

修
正
案
を
支
持
し
た
た
め
、
病
院
関
連

予
算
が
削
ら
れ
る
と
い
う
異
常
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

四
会
派
の
主
張
は
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
得
ら
れ
て
い
な
い
」「
国
の
公
立
病
院

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
官
か
ら
民
へ
と
い

う
方
針
に
反
し
て
い
る
」「
野
洲
病
院
で

の
建
て
替
え
」
と
言
う
内
容
で
し
た
。 

し
か
し
病
院
建
設
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ

の
間
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め
、
市

民
説
明
会
や
懇
談
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
修
正

案
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
議

論
を
否
定
し
、
自
民
党
の
医
療
切
り
捨

て
の
路
線
に
追
随
し
た
も
の
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、「
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
に
、
ま
た
高
齢
化
社
会
の

た
め
に
は
、
駅
前
に
中
核
的
な
市
民
病

院
は
必
要
」
と
、
修
正
案
の
問
題
点
を

指
摘
し
な
が
ら
、
原
案
に
賛
成
の
立
場

か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

市
長
は
「
長
年
市
民
と
関
係
者
が
協

議
を
重
ね
て
き
て
、
駅
前
に
建
設
す
る

病
院
設
置
条
例
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の

条
例
の
改
正
な
く
予
算
の
削
減
だ
け
を

出
す
の
は
条
例
軽
視
。
住
民
投
票
は
市

長
の
発
議
も
認
め
ら
れ
て
お
り
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

    

農業委員が公選制から任命制に 
 “農地の番人”と言われる農業委員が公

選制から市長任命制とするための条例が提

案されました。任命制では農政に批判的な

人は排除されかねません。共産党市議団は

民主的な農業委員会の運営や委員の選任に

当たっては青年や女性を登用するよう規則

で定めるべきと求めました。 

野並享子   北野１-7-10    （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 

太田健一   近江冨士 2-11-25  （電話・ＦＡＸ）５８８－３１６９ 

東郷正明   比江８６４     （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８ 
市議団ホームページ 

野洲市議団で検索を  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な議案・請願・意見書の態度 
２月議会では市長４１議案提案され、そのうち共産党市議団は５議案に反対し、３６議案に賛

成しました。修正動議２件、決議１件、付帯決議１件が提案されました。（可否同数の議案は、議長
裁定で修正案は可決、病院事業会計は否決） 

太
田
健
一 

野
並
享
子 

東
郷
正
明 

矢
野
隆
行 

梶
山
幾
世 

岩
井
智
恵
子 

高
橋
繁
夫 

鈴
木
市
朗 

山
本 

剛 

中
塚
尚
憲 

立
入
三

千
男 

河
野
司
司 

上
杦
種
雄 

市
木
一
郎 

丸
山
敬
二 

荒
川
泰
宏 

稲
垣
誠
亮 

北
村
五
十
鈴 

坂
口
哲
哉 

件    名 提案者 可否 共産党 公明党 リベラル野洲 野洲政風会 ①  ②  ③  ④   

平成２９年度野洲市一般会計予算に対する修正案（病院関連会計削減） 立入三千男他 可 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

議 
 

 
 

 
 

 

長 

平成２９年度野洲市国民健康保険事業特別会計予算 市 長  可 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成２９年度野洲市後期高齢者医療特別会計予算 市 長 可 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成２９年度野洲市介護保険事業特別会計予算 市 長  可 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成２９年度野洲市土地取得特別会計予算の修正案（病院関連会計削減） 立入三千男他 可 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

平成２９年度野洲市病院事業会計予算 市 長 否 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

野洲市農業委員会の委員定数に関する条例 市 長  可 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

福祉医療助成制度の拡大を早期に求める決議 北村五十鈴 可 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

組織犯罪処罰法改正案に反対する意見書（共謀罪創設に反対） 共産党 否 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

「給与所得等に係る特別徴収額の通知書」へのマイナンバーの記載中止を求める意見書 共産党 否 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 

特定給水事業者制度の更新制の導入を求める意見書 公明党 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

無料公衆無線（ｗＩ－ＦＩ）環境の整備促進を求める意見書 公明党 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

文教福祉常任委員会。 

議会改革特別委員。 

働
き
方
改
革
と
市
職
員
の
実
態 

◇
昨
年
大
手
広
告
会
社
の
女
性
新
入
社

員
が
長
時
間
労
働
に
耐
え
き
れ
ず
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
働
き
方
改
革
が
社
会
的

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
役
所
で
の
職
員
の
労
働
実
態
は
１０

年
前
と
比
べ
正
規
職
員
が
減
り
嘱
託
職

員
が
７６
人
増
え
、
一
ヶ
月
に
７０
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
を
連
続
し
て
働
い

て
い
た
職
員
が
３６
名
。
ま
た
平
成
２７
年

度
の
時
間
外
労
働
の
最
も
多
か
っ
た
職

員
は
、
年
間
１
，
２
２
８
時
間
も
働
い
て

い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
時
間
外
労
働
を
月
６０
時
間
、

年
間
７２０
時
間
、
繁
忙
期
に
は
月
１００
時
間

を
容
認
す
る
な
ど
労
働
者
の
命
と
健
康

よ
り
、
企
業
の
儲
け
を
優
先
し
て
い
る

が
、
市
に
於
い
て
も
早
急
な
働
き
方
改
革

が
必
要
で
あ
り
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

野
洲
市
農
業
を
守
る
支
援
策
を 

◇
農
業
ほ
ど
国
の
政
策
で
影
響
を
受
け

る
産
業
は
有
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
長
期

間
続
い
て
き
た
コ
メ
の
生
産
調
整
と
交

付
金
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
国
は
大
規
模

農
家
へ
の
集
約
化
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

小
規
模
農
家
は
現
実
的
に
は
、
補
助
金
な

し
で
は
立
ち
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
。 

今
後
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
二
国
間
協
議
で
さ
ら

に
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
農

業
へ
の
支
援
策
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経済建設常任委員

会委員長。議会運営委員

会、議会だより編集委員 

 

新
一
年
生
の
入
学
支
度
金
の 
 

前
倒
し
を
す
べ
き 

就
学
援
助
の
小
学
校
、
中
学
校
１
年
生
の

入
学
支
度
金
が
、４
月
か
ら
２
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
生
で
４
万
６
０
０

円
、
中
学
生
は
４
万
７
４
０
０
円
に
な
り
、

年
内
に
制
服
の
注
文
が
で
き
る
よ
う
に
、

１２
月
に
支
給
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
で
も
前
倒
し
支
給
す
べ
き
と
質
疑
を

し
ま
し
た
。 

当
局
は
「
小
学
校
か
ら
の
継
続
が
多
い
の

で
、来
年
中
学
に
入
学
す
る
生
徒
に
は
前
倒

し
で
支
給
す
る
。
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
段

階
的
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁 

国
か
ら
交
付
金
は
来
る
の
だ
か
ら
、
前
倒

し
の
支
給
で
生
き
た
お
金
の
使
い
方
を
す

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。 

 

保
険
料
納
め
て
も
介
護
な
し 

４
月
か
ら
要
支
援
１
．
２
の
方
の
生
活
支

援
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
介
護
保
険
か
ら
外

さ
れ
、
緩
和
事
業
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
生
活

支
援
は
、自
治
会
や
民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
ゆ
だ
ね
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
報

酬
単
価
が
１
６
％
ぐ
ら
い
下
が
る
た
め
、受

け
入
れ
れ
ば
赤
字
に
な
る
た
め
手
を
上
げ

る
事
業
所
が
無
い
。
ど
の
よ
う
な
体
制
を
作

ら
れ
る
の
か
と
質
疑
し
ま
し
た
。 

当
局
は
「
地
域
で
の
支
援
は
、
小
学
校
区

単
位
で
地
域
の
方
に
協
力
を
求
め
進
め
る
。

事
業
所
に
は
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
」
と
ま
だ
準
備
段
階
で
し
た
。 

 

１６
項
目
に
渡
っ
た
質
問
の
中
か
ら
何

点
か
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
が
、
詳
細

は
市
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中

継
や
議
事
録
を
ご
覧
下
さ
い
。 

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）
は
コ 

 
 

 
 

 
 

ス
ト
だ
け
で
公
共
施
設
を
削
減
さ
れ
る
べ

き
で
は
無
く
、
地
域
の
声
を
聞
く
中
で
進
め

て
行
く
べ
き
。 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
記
載
は
法
的

に
強
制
で
は
無
い
事
か
ら
も
、
市
民
に
対
し

て
周
知
徹
底
す
べ
き
。 

③
国
保
の
広
域
化
に
よ
る
野
洲
市
の
保
険

税
が
引
き
上
げ
に
な
る
試
算
結
果
が
出
さ

れ
て
お
り
、
市
独
自
の
減
免
制
度
が
必
要

で
、
保
険
料
率
の
統
一
化
も
行
う
べ
き
で
は

無
い
。 

④
昨
年
１２
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
医
療
費

無
料
化
の
拡
大
の
請
願
を
重
く
受
け
止
め

る
べ
き
。 

⑤
学
童
保
育
の
土
曜
保
育
を
具
体
的
に
進

め
る
べ
き
。 

⑥
コ
ミ
ュ
バ
ス
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
余

熱
利
用
施
設
や
新
病
院
整
備
に
向
け
て
、
路

線
の
拡
大
等
の
充
実
が
必
要
。 

⑦
多
く
の
市
民
が
望
ま
れ
る
新
病
院
建
設

を
計
画
通
り
の
実
施
を
。 

⑧
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
や
保
健
室
２
名
体
制
の
配
置
を
。 

⑨
新
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
人
権
セ
ン
タ

ー
へ
の
移
転
中
止
と
な
っ
た
。
早
期
の
実
現

を
求
め
る
。 

 

総務常任委員会。議会改

革特別委員会副委員長。

湖南広域行政組合議員 


